




















荒尾精が 1886 （明治 19）年岸田吟呑の支援によ
り開設した漢口楽善堂での活動であり、その活動












となって愛知大学を 1 1 月に創立し、同文書院の
伝統と遺産を継承することになった。また 1948




















































































































































































































































































































1898 （明治31）年 11 月、東亜同文会創立時の
会員六十名の中から、近衛会長ほかの役員が選出
されたが、国庫補助金支出が遅れたため、翌












































く国民に普及した。 1929 （昭和 4 ）年霞山会館が
建設されたのを機に、図書館を充実し、ここを拠
点、に会員の拡大を図り、中国問題に閲する各種啓






その歴史は 1900 （明治 33）年に開設された南京









年次 会長 副会長 幹事長・理事長 備 考
明31 (11 ）近衛篤麿 ( 11）長岡謹美 (11）陸 実 (l L ）東亜同文会成立
32 ( 6 ）佐藤 正 ( 10）東京同文書院設立
33 ( 8 ）根津 ( 5 ）南京同文書院設立・院長根津一
34 ( 5 ）上海同文書院設立・院長根津ー
35 ( 1 ）東京同文書院、東亜同文会直轄となる
( 4 ）杉浦重聞東亜同文書院長となる
東京同文書院長を兼任
36 ( 5 ）杉浦東亜河文書院長を辞任。後任根津一
( 6 ）東京同文書院長長岡副会長兼任
37 ( 4 ）青木周蔵 ( 1 ）近衛会長死去
39 ( 5) i1向島直大 ( 1 ）青木会長駐米公使となる
( 4 ）長岡副会長死去
( 5 ）細川 i謹成東京同文書院長となる
40 ( 5 ）鍋島直大 ( 5 ）清浦査吾
大 3 ( 5 ）細川護成 ( 9 ）小川平吉 副会長 2 名
( 8 ）伊集院彦吉 ( 5 ）清浦副会長組閣のため辞任
( 9 ）細川副会長死去
5 ( 3 ）福烏安正 ( 3 ）伊集院副会長駐伊公使となる




8 欠 ( 2 ）福島副会長死去
9 ( 10）白岩龍平（｛り
10 ( 6 ）鍋島総裁死去・総裁制廃止
1 ( 12）牧野仲顕 ( 2 ）近衛文麿 ( 2 ）白岩 龍王子 ( 2 ）財団法人認可・人事更新
目白 lI ( 12）近衛文麿 ( 12）岡部長景 牧野会長静任
12 ( 6 ）近衛会長組閣
14 ( 6 ）阿部信行 ( I ）近衛内閣総辞職
( 6 ）阿部理事長組閣
15 ( I ）阿部内閣総辞職
( 4 ）阿部理事長中華民国特派大使となる
( 7 ）近衛会長第二次組問
16 ( 7 ）第二次近衛内閣総辞職・近衛会長第三次組問
( 10）第三次近衛内閣総辞職
17 ( 12）阿部信行 ( 12）津田静校 ( 11 ）清浦元副会長・白岩元理事長死去
19 ( 7 ）阿部副会長朝鮮総督となる
20 ( 12) -1官房治郎 ( 12）近衛会長死去

































































































院長・学長 在任期間 事 項 校 舎
般津 明33 ・ 5 一明34 ・ 4 明33 ・ 5 南京同文書院開設 妙相庵校舎
明33 ・ 8 上海へ移転 退省路仮校舎
明34 ・ 5 東亜同文書院に合併
(I ）根津 一 明34 ・ 5 一明日・ 4 明34 ・ 5 東亜同文書院開設 高昌廟桂聖里校舎
(2）杉浦重剛 明35 ・ 4 一明36 ・ 5 明35 ・ 4 一明36 ・ 5 教頭菊池謙二郎院長職務代行
(3）根津 明36 ・ 5 一大 12 ・ 3 大 2 ・ 8 第二革命により校舎炎上大村へ移転 大村仮校舎
大 2 ・ 10 上海へ復帰 赫司克而路仮校舎
大 6 ・ 4 徐家庭に新校舎建設移転 徐家陸虹橋路校舎
同）大津麟平 大12 ・ 3 一大 15 ・ 5 
(5）近衛文麿 大15 ・ 5 一昭 6 ・ 12 大15 ・ 5 一昭 6 ・ I 副院長長岡上梁院長事務代行
昭 6 ・ l 一昭 6 ・ 12 大内暢三院長代理
(6）大内暢三 昭 6 ・ 12－昭 15 ・ 9 昭 12 ・ 10 第二次上海事変により長崎へ移転、後校 長崎仮校舎
舎炎上
Htll3 ・ 4 交通大学校舎借用、上海へ復帰 徐家陸海格路臨時
校舎
(7）矢田七太郎 昭15 ・ 9 一日百 17 ・ 9 昭17 ・ 9 専門学校東亜同文書院閉校
(I）大内暢三 昭15 ｷ l 一日召 15 ・ 9 昭14 ・ 4 東亜同文書院大学に昇格
学長発令は昭和15 ・ l
(2）矢田七太郎 日百 15 ・ 9-11召 18 ・ I lljgl8 ・ lH百19 ・ 2 北野大吉臨時学長代浬
(3）本間喜一 lljg!9 ・ 2-Bjg20 ・ 8 自白20 ・ 8 敗戦により閉学
圧が行われ、上海でも領事館警察は書院の中国間 表3 東車同文書院卒業者活動状況（自第 1 ；期至第33期）
題研究グ、ループの活動監視を強化した。 1930 （昭
和 5 ）年に書院で反戦ビラ事件があり、学芸部員






（明治 34）年 5 月の開校に始まり、 1939 （昭和
14）年 4 月の大学昇格まで38年にわたる。（終点、
を 39期生が卒業した昭和 17年 9 月にとれば41 年
になる。）この問、院長は 7 代 6 名、校舎は二度
の戦火を蒙り、場所を移転すること六度に及んだ
（表 2 ）。卒業生の総数は 3,219名で、その内訳は





中国 満州国 日本 外国 合計
日本官吏 93 50 82 3 228 
満州及蒙誼
272 272 政府官吏
中国官吏 10 10 
独立企業 50 40 156 247 
主良 行 業 42 92 75 3 212 
商工業・会社 269 361 484 24 1,138 
教 育 40 18 95 153 
新聞及通信 25 24 46 95 
公益事業 24 10 37 71 
雑 50 17 190 258 
合計 603 884 1,165 32 2,684 
学科は最初政治・商務の両科に分かれ、修業年
限は共に 3 年であった。 1914 （大正 3 ）年 9 月農
工科が新設されて三科になったが、政治科は









年次 期別 予科・学部入学・卒業者数 専門部入学者数
Bi':l手口 14 40 117 18 ・ 9 卒業者数 （大学 1 期）
15 41 166 19 ・ 9 ノF 2 
16 42 150 20 ・ 9 II 3 
17 43 172 18 • 10学部入学者数 ( 4 
18 44 192 19 ・ 10 II 5 163 （専門部 l 期）
19 45 100 19 ・ 4 予科入学者数 （予科 6 期） 131 2 








昇格したのは、公式には 1939 （昭和 14）年 12月
であるが、実際には同年 4 月の第 l 回予科生の入
学に始まり、（学部は昭和 16年 4 月、また新設さ
れた大学付属専門部は 18年 4 月に関学）、昭和20


















































文会は 1946年 3 月解散を余儀なくされ、占領軍
司令部の執助な監視もあり、「東亜同文書院」名
を使つての母校再建は断念せざるを得なかった。










































遺歌）が生まれた。校章は 1950年 4 月新制大学
への切り替えで予科が廃止されるまで使用され











収されたが、 11 月中に同館霞山文庫所有の 4 万
冊の貴重な図書は、他に秘匿され、後日愛大に移
譲買収されて同大学設立に大きな役割を果した。
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